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拝
殿
の
建
築

　

明
治
四
十
年
四
月
、
白
鳥
大
火

は
白
鳥
町
を
焼
き
尽
く
し
た
。
白

鳥
神
社
本
殿
は
辛
う
じ
て
焼
け

残
っ
た
が
拝
殿
は
焼
失
し
た
。

　

本
殿
は
1
8
5
2
年
（
嘉
永
五

年
）
志
比
の
大
工
で
あ
る
大
久
保

吉
郎
右
衛
門
が
築
い
て
い
る
。

　

焼
け
る
前
の
拝
殿
も
、
お
そ
ら

く
同
じ
こ
ろ
に
造
ら
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
想
像
す
る
。

　

白
鳥
神
社
拝
殿
は
志
比
の
大

工
・
大
久
保
作
左
衛
門
が
建
て
て

い
る
。
再
建
年
代
は
明
治
四
十
三

年
頃
。

　

志
比
の
大
工
と
は
；
越
前
（
福

井
県
）
吉
田
郡
志
比
村
の
大
工
の

意
味
で
あ
る
。
志
比
村
は
永
平
寺

の
谷
合
に
あ
る
村
で
、
鎌
倉
時
代
の
永
平
寺
創
建
に
は
多
数
の
宮
大

工
が
必
要
と
な
り
、
彼
等
は
そ
こ
に
永
住
し
、
村
落
を
築
い
た
。
明

治
期
に
な
っ
て
も
大
工
ど
こ
ろ
と
し
て
有
名
だ
っ
た
ら
し
い
。
そ
こ

の
大
工
は
郡
上
に
も
や
っ
て
き
て
多
く
の
仕
事
を
残
し
て
い
る
。

　

明
治
四
十
三
年
の
「
作
左
衛
門
文
書
」
に
は
、
白
鳥
神
社
雑
用
扣

拝
殿
平
面
図
彫
刻
の
形
、
拝
殿
工
数
日
記
簿
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
、

棟
梁
・
大
久
保
作
左
衛
門
伸
重
、
係
は
つ
た
大
工
・
良
作
、
三
男
・

森
之
助
、
由
三
、
由
作
の
四
名
、
延
べ
人
数
1
2
2
3
人
と
記
さ
れ

て
い
る
。
彼
は
こ
の
拝
殿
の
他
に
、
郡
上
で
多
く
の
仕
事
を
し
て
い

る
。
高
鷲
村
鷲
見
の
白
山
神
社
本
殿
及
び
拝
殿
、
鮎
走
門
因
寺
の
鐘

堂
、
白
鳥
町
歩
岐
島
悲
願
寺
の
鐘
堂
、
阿
多
岐
値
誓
寺
の
本
堂
、
阿

多
岐
板
倉
白
山
神
社
の
拝
殿
、
向
小
駄
良
神
明
神
社
の
本
殿
、
野
添

貴
船
神
社
の
本
殿
、
大
和
村
徳
永
恩
善
寺
の
本
堂
、
栗
栖
西
俣
応
徳

寺
の
本
堂
、
和
良
村
野
尻
浄
流
寺
の
鐘
堂
、
沢
念
輿
寺
の
経
堂
、
等

で
あ
る
。
郡
上
に
お
け
る
越
前
志
比
の
大
工
の
建
築
は
、
こ
の
大
久

保
作
左
衛
門
で
終
わ
り
だ
と
し
て
い
る
。

　

宮
大
工
・
白
石
為
次
郎
氏
（
郡
上
郡
郷
土
史
考
の
著
者
・
白
石
博

男
氏
の
親
）
は
大
久
保
作
左
衛
門
の
直
接
の
弟
子
で
は
な
か
っ
た
が

“
作
左
衛
門
さ
”
と
呼
び
、
親
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

近
年
、
拝
殿
の
板
の
張
替
え
は
、
平
成
十
一
年
に
行
わ
れ
て
い

る
。
平
成
三
十
年
秋
、
台
風
二
十
一
号
は
神
社
も
急
襲
し
、
拝
殿
屋

根
の
一
部
を
破
損
し
た
が
総
代
衆
で
修
復
。
外
周
の
腰
壁
の
防
腐
剤

塗
装
は
令
和
元
年
に
行
っ
て
い
る
。
令
和
三
年
、
拝
殿
踊
り
保
存
会

の
資
料
作
成
で
、
現
在
の
拝
殿
を
詳
細
に
測
定
し
図
化
さ
れ
た
。

（
作
左
衛
門
文
書
～
大
和
町
万
場　

桑
田
洋
一
氏
調
べ

考
察
書
・
・
内
田
麻
紀
子
氏
修
士
論
文
）

大
神
楽
フ
ル
メ
ン
バ
ー
に
戻
り
挙
行

二
年
間
、
コ
ロ
ナ
禍
で
縮
小
し
て
の
開
催
だ
っ
た
。
第
七
波
が

心
配
さ
れ
る
中
で
太
神
楽
師
匠
の
皆
さ
ん
と
再
三
に
わ
た
り
協
議
を

重
ね
た
末
に
、
今
年
は
例
年
取
り
の
開
催
を
決
定
。
九
月
の
初
め
の

稽
古
に
入
り
ま
し
た
。
二
年
間

の
ブ
ラ
ン
ク
は
小
学
校
低
学
年

が
務
め
る
神
舞
子
に
影
響
が
出

て
、
厳
し
い
稽
古
に
子
供
達
も

べ
そ
を
か
き
な
が
ら
も
耐
え
て

く
れ
ま
し
た
。
付
き
添
わ
れ
た

親
御
さ
ん
も
ハ
ラ
ハ
ラ
の
連
続

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
大
人
の

メ
ン
バ
ー
も
故
障
者
が
出
る
事

な
く
、
務
め
ま
し
た
が
、
マ
ス

ク
着
用
の
姿
は
、
や
は
り
何
時

も
と
は
少
し
違
う
違
和
感
、
或

い
は
美
し
さ
に
欠
け
る
も
の
を

感
じ
ま
し
た
。

一
方
、
浦
安
の
舞
は
雅
楽

の
方
々
が
、
コ
ロ
ナ
を
警
戒
し

て
稽
古
が
出
来
な
い
と
言
わ

れ
、
本
番
で
は
テ
ー
プ
で
舞

い
、
奉
納
し
ま
し
た
。
四
人

の
内
、
一
人
が
新
人
で
し
た

が
、
み
ん
な
で
教
え
あ
い
、

見
事
に
舞
い
切
り
ま
し
た
。

大
神
楽
共
々
、
厳
し
い
環
境

の
中
で
あ
っ
た
が
、
総
て
を

克
服
し
て
伝
統
を
守
り
続
け

て
く
れ
ま
し
た
事
に
敬
服
と

感
謝
で
す
。

初
宮
・
七
五
三

　

十
一
月
三
日
午
前
九
時
半
か
ら
四
名
の
赤
ち
ゃ
ん
の
初
宮
神
事
を

行
い
ま
し
た
。
無
事
の
出
産
、
誕
生
を
神
に
報
告
し
、
こ
の
先
の
健

や
か
な
成
長
を
祈
願
い
た
し
ま
し
た
。

◆ 

初
宮
参
拝
者 

◆

高
鷲
町
大
鷲　
　

和
田
博
志
・
春
乃　

長
男
・
悠
志
君
。

名
古
屋
市
東
区　

桑
崎
厚
史
・
咲
美　

長
女
・
咲
那
ち
ゃ
ん
。

白
鳥
町
前
谷　
　

遠
藤
寿
彦
・
光
里　

二
女
・
泉
織
ち
ゃ
ん
。

白
鳥
町
為
真　
　

小
椋
晴
夫
・
夏
菜
子　

二
女
・
禾
ち
ゃ
ん
。　

同
日
、
十
時
半
か
ら
、

七
五
三
神
事
を
挙
行
。
遠

く
は
名
古
屋
市
、
各
務

原
市
、
高
鷲
町
、
大
和

町
、白
鳥
町
内
各
地
か
ら
、

三
十
名
の
元
気
な
お
子
さ

ん
と
御
両
親
等
総
勢
百
余

名
の
ご
参
拝
を
頂
き
ま
し

た
。
小
春
日
和
の
温
か
い

日
に
晴
れ
着
が
眩
し
く
映

え
、
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

感
じ
ま
し
た
。
子
供
は
地

域
の
宝
、
国
の
命
と
も
言

え
ま
す
。
健
や
か
な
ご
成

長
を
念
じ
ま
す
。

発
行
元
・
白
鳥
神
社
総
代
会

白
鳥
神
社
報
　
第
三
十
号
　
令
和
四
年
十
二
月
一
日

宮
の

森

宮
の

森

宮
の

森

宮
の

森
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◆ 
七
五
三
参
拝
者 

◆

早
川
実
寿
７
・
丸
山
暖
笑
７

丸
山
源
太
５
・
尾
藤
昊
飛
５

前
畑
有
沙
７
・
富
田
詩
葉
３

尾
藤
光
莉
７
・
尾
藤
蒼
桜
３

早
川　

樹
５
・
奥
村
彩
瑚
３

奥
村
弥
來
２
・
新
蔵
妃
瑚
７

古
田
陽
士
３
・
古
田
瑛
士
３

小
澤
晴
葵
５
・
小
澤
大
葵
３

山
下
あ
き
３
・
西
村
大
悟
５

西
村
杏
子
３
・
集
山
愛
梛
３

原　

悠
晴
５
・
正
者
充
喜
５

曽
我
明
香
里
７
・
吉
田
百
花
５

吉
田
乙
葉
２
・
青
木
陽
太
４

加
我
安
菜
７
・
加
我
太
一
５

田
中
音
羽
７
・
和
田
侑
也
５

白
鳥
神
社
を
忘
れ
な
い
で

時
に
は
遊
び
に
来
て
ね
！

　
　
（
敬
称
略
）

神

送

り

　

白
鳥
神
社
は
十
一
月
十
九
日
が

神
送
り
の
日
で
あ
る
。
午
後
に
な

る
と
参
拝
者
が
三
々
五
々
に
来
ら

れ
た
。
甘
酒
を
入
れ
た
瓶
に
、
南

天
の
枝
を
挿
し
て
。
社
守
は
そ
の

酒
を
受
け
取
り
、
半
分
だ
け
神
様

に
飲
ん
で
頂
く
。残
り
の
半
分
は
、

神
か
ら
の
お
さ
が
り
と
し
て
家
で
戴
く
。
神
様
と
の
別
れ
の
盃
で
は

な
い
、
豊
作
感
謝
の
分
盃
で
あ
る
。
我
が
故
郷
は
山
に
囲
ま
れ
、
稲

作
が
主
で
あ
る
。
雪
が
融
け
る
と
山
の
神
が
里
に
下
り
て
御
座
る
。

　

そ
れ
が
田
の
神
と
な
り
、
稲
作
を
見
守
る
。
秋
に
収
穫
を
終
え
る

と
山
に
帰
り
、
山
の
神
に
な
る
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
時
に
、
感
謝
を

込
め
て
送
り
出
す
の
が
神
送
り
。
神
様
の
一
年
の
慰
労
で
あ
り
、
送

別
会
で
あ
る
。
も
う
少
し
、
盛
大
に
や
っ
て
も
い
い
様
な
気
が
す
る

が
…
…
…
。

新

嘗

祭

　

白
鳥
神
社
の
神
事
で
総
代
全
員
が
礼
服
で
臨
む
の
は
三
回
あ
り
ま

す
。三
月
の
祈
年
祭
、九
月
の
秋
の
例
大
祭
。十
一
月
の
新
嘗
祭
で
す
。

祈
年
祭
は
そ
の
年
の
五
穀
豊
穣
を
願
う
神
事
で
す
。
そ
し
て
新
嘗
祭

は
そ
の
年
の
豊
作
を
報
告
し
、
感
謝
す
る
神
事
で
す
。
祈
年
祭
と
新

嘗
祭
は
一
対
の
モ
ノ
で
す
。
新
嘗
祭
で
は
新
米
を
神
様
に
お
供
え
し

そ
の
後
、
新
米
を
食
す
る
の
が
慣
わ
し
で
す
。
皇
室
で
は
、
こ
の
習

慣
が
今
も
守
り
続
け
て

お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

当
神
社
で
は
新
米
の
代

わ
り
に
ご
浄
財
を
奉
納

頂
い
て
お
り
ま
す
。
今

年
は
4
9
8
軒
か
ら
御

奉
納
頂
き
ま
し
た
。
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
神
社
の
護
持

運
営
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

御
寄
進
・
ご
奉
仕

一
、
社
務
所
雨
樋
修
繕
…
…
…
…
…
…
…
…
足
立　

好
教　

様

一
、
神
楽
用
草
履
草
鞋
百
足
…
…
…
…
…
…
三
輪　

英
一　

様

一
、
秋
葉
神
社
鳥
居
修
繕
…
…
足
立
好
教
・
川
崎
弘
・
清
水
弘

　
　
　
　
　
　
　

正
者
憲
次
・
古
家
孝
一
・
瀬
木
重
瀰　

各
様

一
、
右
　々

資
材
、
機
械
提
供
…
…
川
崎
弘
・
正
者
憲
次
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
者
工
務
店
・
瀬
木
重
瀰　

各
様

一
、
右
　々

塗
装
工
事
…
…
…
…
…
…
…
…
北
條　

弘
三　

様

◆ 

秋
の
例
大
祭
ご
祝
儀 

◆
（
敬
称
略
お
許
し
く
だ
さ
い
）　

清
水
直
美
・
玉
越
時
好
・
高
田
屋
・
㈱
八
重
垣
・
森
美
温
・
山
田
薬

局
・
布
屋
原
酒
造
場
・
コ
ス
モ
ス
苑
・
美
濃
建
築
製
品
セ
ン
タ
ー

㈱
・
白
鳥
印
刷
㈱
・
㈱
昭
和
板
金
・
川
崎
弘
・
瀬
上
建
設
㈱
・
㈱
曽

我
工
務
店
・
瀬
木
重
瀰
・
古
家
孝
一
・
三
輪
規
裕
・
山
の
中
の
サ
ン

プ
ル
屋
・
曽
我
金
一
・
松
山
電
機
㈱
・
西
村
石
材
店
・
白
鳥
自
動
車

整
備
協
業
組
合
・
北
條
弘
三
・
曽
我
俊
彦
・
瀬
上
孝
男
・
ヘ
ア
ー
サ

ロ
ン
エ
ト
リ
・
野
崎
鉄
工
・
華
虎
・
曽
我
幸
男
・
㈱
蓑
島
・
野
々
村

清
・
足
立
好
教
・
か
が
や
㈱
・
曽
我
忠
男
・
曽
我
理
容
院
・
澤
崎
商

店
・
彫
刻
松
井
賢
雄
・
テ
ラ
キ
チ
・
ま
る
は
ち
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・
日

置
武
男
・
だ
る
ま
や
・
間
八
・
清
水
弘
・
太
衛
門
・
為
真
白
山
神
社

総
代
・
山
田
勝
也
・
神
社
本
庁
・
正
者
憲
次
・
白
石
博
男
・
ほ
わ
い

と
美
容
室
・
大
矢
栄
一
・
田
代
雅
一
・
森
下
烈
・
白
鳥
薬
品
・
い
づ

や
こ
う
じ
店
・
渡
辺
幹
男
・
森
下
ま
さ
子
・
野
々
村
茂
樹
・
の
の
む

ら
め
が
ね
店
・
㈲
て
ら
だ
書
店
・
上
村
博
之
・
武
藤
富
夫
・
久
野
博

通
・
瀬
上
と
も
子
・
白
鳥
地
区
総
代
会

◆ 

秋
の
例
大
祭
お
神
酒
の
奉
納 

◆
（
敬
称
略
お
許
し
く
だ
さ
い
）　

布
屋
原
酒
造
場
・
正
者
芳
貴
・
古
家
孝
一
・
松
山
電
機
株
・
曽
我
健

二
・
西
村
石
材
店
・
炭
屋
・
白
鳥
拝
殿
踊
り
保
存
会
・
㈱
笠
野
建

設
・
原
写
真
館
・
蓑
島
稔
・
野
崎
鉄
工
・
高
田
屋
・
あ
ず
ま
や
・
大

和
屋
・
白
鳥
踊
り
実
行
委
員
会
・
白
鳥
踊
り
保
存
会
・
中
村
歯
科
医

院
・
野
島
征
夫
・
白
鳥
小
学
校
・
武
藤
富
夫
・
博
寿
司
・
マ
ル
味
・

ハ
ロ
ー
館
・
５
号
組
・
８
号
組

心
温
か
い
ご
祝
儀
、
ご
奉
納
、
ご
寄
進
、
ご
奉
仕
、
誠
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
四
年
十
二
月
か
ら
の
行
事
予
定

12
／
1
…
…
…
神
社
報
「
宮
の
森
」
３０
号
発
行
。

12
／
18
…
…
…
新
年
初
詣
の
準
備
、
最
終
準
備
。

12
／
25
…
…
…
縁
起
物
受
け
入
れ
。

12
／
31
…
…
…
新
年
初
詣
の
準
備
、
最
終
準
備
。

午
後
十
時
よ
り
徹
夜
初
詣
接
待
態
勢
に
入
る
。

1
／
1
…
…
…
午
前
九
時
よ
り
拝
殿
に
て
歳
旦
祭
。

1
／
1
～
3
…
初
詣
参
拝
者
接
待
～
総
代
当
番
交
代
に
て
。

1
／
4
…
…
…
左
義
長
・
正
月
清
算
・
あ
と
片
付
け
。

1
／
6
…
…
…
民
間
企
業
安
全
祈
願
神
事
。

3
／
２
…
…
…
役
員
会
・
次
年
度
事
業
計
画
検
討
。

3
／
5
…
…
…
祈
年
祭
・
稲
荷
神
社
初
午
祭
。
年
度
末
総
会
。

3
／
24
…
…
…
会
計
監
査
。

　

冬
季
間
、
積
雪
状
況
に
よ
り
、
屋
根
雪
下
ろ
し
、
除
雪
作
業
。

御
朱
印
受
付

　

ご
希
望
の
方
は
０
５
７
５（
８
２
）
４
３
８
７
･
瀬
上
宮
司
ま
で

（
文
責
・
瀬
木
）


